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「本書に掲載した地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発

行の 2 万 5 千分 1 地形図を複製したものです。（承認番号

平 28 関複、第 97 号） 

承認を得て作成した複製品を第三者がさらに複製する場合に

は、国土地理院の長の承認を得る必要があります。」 
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第1章 都市計画対象道路事業の名称 

（仮称）都市計画道路 諏訪バイパス 
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第2章 都市計画決定権者及び事業予定者の名称 

2.1 都市計画決定権者の名称 

都市計画決定権者の名称：長野県 

  代 表 者 の 氏 名：長野県知事 阿部
あ べ

 守一
しゅいち

  住 所：長野県長野市大字南長野字幅下 692 番地２ 

2.2 事業予定者の名称 

  事 業 予 定 者 の 名 称：国土交通省関東地方整備局 

  代 表 者 の 氏 名：国土交通省 関東地方整備局長 大西
おおにし

 亘
わたる

  住 所：埼玉県さいたま市中央区新都心２番地１ 
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第3章 都市計画対象道路事業の目的及び内容（事業特性）  

3.1 都市計画対象道路事業の目的 

本事業は、図 3.1.1 に示すとおり、長野県の諏訪地域に位置し、首都圏、中京圏か

ら概ね 150km 圏内で、2 時間程度でアクセスできる位置にあります。また、一般国道

20 号は、東京を起点とし、長野県塩尻市までの延長約 230km の主要幹線道路で、（仮

称）都市計画道路 諏訪バイパスは、その一般国道 20 号のバイパスとして、諏訪市と

下諏訪町を結ぶ延長約 11km の道路です。 

一般国道 20 号の対象区間では、異常な豪雨に伴う道路冠水による交通不能箇所が

過去に数回発生しています。また、東西に移動する道路が限られていることや踏切が

2 箇所あること等により、慢性的な交通混雑が発生しています。沿道の家屋や店舗へ

の出入り交通が本線交通の阻害となっており、交通事故も多く発生しています。さら

に、交通混雑が発生していることから、観光業や製造業、緊急輸送活動への影響も出

ています。 

以上の課題と当該道路に求められる機能から、政策目標は以下に示すとおりとしま

す。 

○災害に強い代替路の確保 

○交通の円滑化 

○交通安全の確保 

○地域産業の活性化 

○安心・快適な暮らしづくり 

図3.1.1 都市計画対象道路事業の位置 
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3.2 都市計画対象道路事業の内容 

3.2.1 都市計画対象道路事業の種類 

一般国道の改築 

3.2.2 都市計画対象道路事業実施区域の位置 

 1）起終点 

起点：長野県諏訪市四賀 

終点：長野県諏訪郡下諏訪町東町 

 2）都市計画対象道路事業実施区域の位置 

計画路線により土地の形状の変更並びに工作物の新設及び増改築がありうる範囲

を「都市計画対象道路事業実施区域」（以下、「実施区域」といいます。）といい、

その位置は、図 3.2.1 に示すとおりです。 

また、都市計画対象道路事業に係る地域特性の把握は、原則として「実施区域及

びその周囲」（以下、「調査区域」といいます。）で行い、統計資料等の行政単位に

よる文献調査の場合は、「調査区域に含まれる岡谷市、諏訪市、茅野市、諏訪郡下

諏訪町の 3 市 1 町」（以下、「関係市町」といいます。）について行いました。これ

らの関係市町は、表 3.2.1 に示すとおりです。 

表3.2.1 関係市町 

県名 市町名 

長野県 

岡谷市 

諏訪市 

茅野市 

諏訪郡下諏訪町 (以下、「下諏訪町」といいます。） 

計 3市1町 
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図 3.2.1 都市計画対象道路事業実施区域の位置 

※調査区域は、本図面の範囲内（調査対象外を

除く）を示す。 
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3.2.3 都市計画対象道路事業の規模 

延長  ：約 11km 

3.2.4 都市計画対象道路事業に係る道路の車線の数 

   車線数 ：4 車線 

3.2.5 都市計画対象道路事業に係る道路の設計速度 

   設計速度：60km/時 

3.2.6 その他の都市計画対象道路事業の内容 

 1）道路区分（種級） 

第 3 種第 2 級 

 2）都市計画対象道路事業に係る構造の概要 

道路構造は、地表式（盛土構造、切土構造）、嵩上式（盛土構造、橋梁構造）、地

下式（トンネル構造）があります。 

 3）休憩所の設置 

都市計画対象道路事業において、休憩所の設置の計画はありません。 
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3.3 その他の都市計画対象道路事業に関する事項 

3.3.1 都市計画対象道路事業の経緯 

一般国道 20 号（長野県諏訪市～下諏訪町間）は、長野県諏訪市四賀～諏訪郡下

諏訪町東町に至る路線で、昭和 47 年に都市計画決定されています。今般、地域や

交通等の課題が見られますので、その解決に有用な道路整備の計画検討を進め、事

業予定者が、図 3.3.1 に示すとおり、平成 25 年度から計画段階評価の手続きを実

施しており、構想段階における道路計画のアンケート調査や、「社会資本整備審議

会 道路分科会 関東地方小委員会」（以下、「関東地方小委員会」といいます。）

を 3 回実施しました。 

○対応方針（案）
について

≪地域の意見聴取≫

対象者：長野県知事
諏訪市長
下諏訪町長

○対策案選定時に
重視する政策目
標・配慮事項
●第２回意見聴取
方法

≪地域の意見聴取≫

対象者：地域住民
道路利用者
企業 等

■第１回意見聴
取結果 確認

■対応方針の検
討

■第２回意見聴
取方法

対
応
方
針
の
決
定
（
道
路
が
通
る
概
ね
の
ル
ー
ト
）

■第２回意見聴
取結果の確認

■対応方針案の
検討

第３回
関東地方
小委員会

地域の
意見聴取
（第２回）

第２回
関東地方
小委員会

【平成26年7月】

地域の
意見聴取
（第１回）

【平成26年2月～3月】

①地域の課題
②政策目標の案
③道路整備の必要性
④検討にあたって
配慮すべき事項等
●第1回意見聴取
方法

≪地域の意見聴取≫
対象者：地域住民

道路利用者
企業 等

【平成25年11月】

第１回
関東地方
小委員会

■地域の現状
と課題

■政策目標の
案の設定

■第１回意見
聴取方法

■計画段階評
価の進め方

【平成26年9月～10月】

県知事・関係市
町長への意見照

会

【平成28年4月】 【平成28年4月】

関 東 地 方 小 委 員 会

図 3.3.1 意見聴取の状況 

第 1 回関東地方小委員会において、概略計画の検討プロセスを明確化し、計画検

討の発議を行いました。 

第 2 回関東地方小委員会において、諏訪地域の課題を早期に解決する政策目標を

設定し、ルート帯案を設定しました。また、ルート帯案と 2 つの比較案の特徴を、

「政策目標」と「道路整備による影響」の視点から整理しました。設定したルート

帯案は図 3.3.2 に、ルート帯案の比較表は表 3.3.1 に示すとおりです。
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出典：関東地方小委員会資料（国土交通省関東地方整備局）

図 3.3.2 設定したルート帯案の概要 
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表 3.3.1 ルート帯案の比較表 

出典：関東地方小委員会資料（国土交通省関東地方整備局）



-3-8- 

第 3 回関東地方小委員会において、意見聴取の結果（ルート帯案に関すること）の

まとめ、意見聴取で重視されている項目での複数案の比較評価を行いました。複数案

の比較評価は表 3.3.2 に示すとおりです。 

比較評価の結果、【案】バイパス案（山側ルート）は、図 3.3.3 に示すとおり、2 つ

の比較案に比べ、課題を解決するための政策目標である、災害に強い代替路の確保、

交通の円滑化、交通安全の確保、地域産業の活性化への効果、安心・快適な暮らしづ

くりが優れています。また、環境への影響、地域分断、経済面でも優れており、意見

聴取で得られた地域のニーズにも応えることが可能です。そのため、以下のとおり、

対応方針（案）を示しました。 

◆対応方針（案） 

・バイパス案（山側ルート）とする。 

〔理由〕 

・バイパス案（山側ルート）は、政策目標である交通の円滑化、災害に強い代

替路の確保を図り、生活環境などに配慮し、安心・快適な暮らしづくりに寄

与する道路である。また、家屋への影響、経済性の面でも優れており、意見

聴取で得られた地域のニーズにも応えられる。 

出典：関東地方小委員会資料（国土交通省関東地方整備局）
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表 3.3.2 複数案の比較評価 

出典：関東地方小委員会資料（国土交通省関東地方整備局）
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出典：関東地方小委員会資料（国土交通省関東地方整備局）

図 3.3.3 対応方針（案） 
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3.3.2 計画段階環境配慮書以降方法書までの経緯 

関東地方小委員会での有識者や県民等の意見を踏まえ、事業予定者が、「計画段

階環境配慮書」（以下、「配慮書」といいます。）を作成し、平成 28 年 10 月 18 日の

国土交通大臣意見をもって、配慮書の手続きを完了しました。その後、事業予定者

が、配慮書において複数案としていたルート帯のうち、「バイパス案（山側ルー

ト）」を対応方針として決定しました。なお、選定した理由は以下に示すとおりで

す。 

（理由） 

バイパス案（山側ルート）は、政策目標である交通の円滑化、災害に強い代替路

の確保、交通安全の確保を図るとともに、生活環境などに配慮し、安心・快適な暮

らしづくりや地域産業の活性化に寄与する道路です。また、家屋への影響、経済性

の面でも優れており、意見聴取で得られた地域のニーズにも応えられます。 


